























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































後にすべて 洋服をレイコさんに譲ると遺言で残していることから、彼女はいわば直子の形代的存在ともいえる。彼女は阿美寮に戻らず元・夫や我が子 いる横浜にも行かず、友人のいる旭川に赴く になっていた。旭川についてレイコさんは﹁作りそこねた落とし穴みたい﹂と行くのをためらう気持ちがあることを表明していた。
﹁落とし穴﹂とは先に引用した﹁僕﹂の井戸のイメージを内包し、
﹁作りそ






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































というものだった。この言葉を読んだ直後 主人公・小村の感想は何も語られていない。この点が非常 独特であ 。この作品における語り手は、前半部分はあたかも小村に感情がないように淡々と小村の身の上に起こ ことを語るにと
どめている。妻とは異なり小村自














































































































































































































































































































































































































































































































































































































これまで本人は無自覚ながらも妻が何を考え、何を望もうとしていたのかということに対して、実際的には何も考えてこなかったことに気づかされることとなった。小村は、先述した﹃中国行きのスロウ・ボート﹄の﹁僕﹂ 同様に、無自覚に人を傷 けてきたし、大切なものを確 めもせずに空港に迎えに来た女性に手渡し 迂闊で粗雑な人物として造型されている。東京︱釧路間を移動すること、つまり北海道を訪れること 、それまでの無自覚だった自分に気づき、知らぬ間に妻を落胆させ その結果彼女を失ってしまったことの大きさを
知
り、
そ
の
よ
う
な
失
わ
れ
た
自
分
と
初
め
て
向
き
合
う
契
機
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た。
﹃
彼
女
の
町
と、
彼
女
の
緬
羊
﹄
で
は、
差
し
の
べ
ら
れ
た
手
を
つ
なごうとしない
﹁僕﹂
であり、
つなぐにはあまりに多くのものを失ってしまった
﹁僕﹂
と認識していた。
﹁僕﹂
の軸足
は東京に置いたまま、
224
村上春樹と北海道、そして火曜日
（二一）
価
値
観
は
変
わ
ら
ず
に
終
わ
っ
て
い
た。
し
か
し、
﹃
Ｕ
Ｆ
Ｏ
釧
路
に
降
り
る
﹄
で
は
妻
が
す
で
に
失
わ
れ
な
が
ら
も、
小
箱
に
入
っ
て
い
た
自
分
自
身
の
中
身
と比喩されている失われた大切なものに気づき、そこから始めようとするゼロ地点に立っている。この作品では釧路に身を置いたままこれからが始まることとなっている。
以上のように、村上春樹作品に描かれる北海道の意味を概括的に瞥見し、村上春樹作品の基底に流れている加害者意識、罪意識を確認
した。また、初期作品にみられた東京︱北海道間 物理的距離が人との距離とパラレルであり、関係性を疎隔し切断していく自らの関係性
の
あ
り
方
を
意
識
さ
せ
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
が、
﹃
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
﹄
で
描
か
れ
た
札
幌
に
身
を
置
い
た
際
に
体
験
し
た、
人
と
人
と
が
共
感
しあうのは可能なのかどうかの問いかけにこたえるように、疎隔から共感へ 動いていく地としての北海道が描かれるようになったことを見てきた。最後に、
﹃ＵＦＯ釧路に降
りる﹄では、
まず自分の足もとから、
自分自身の中身が入っていた箱が他の人の手に渡ってしまっ
たゼロから始める地点として北海道が選ば 、軸足は北海道となっていることに注目した。ここにはそれまで見られてきた諦念や罪意識に押しつぶされるので なく
まず遠くに来たことを確認し﹁始まったばかり﹂であること、
そのことの認識に至るまでが描かれている。
北海道、それは本州とは切り離された地である。そこに身をおくことで自己を相対化し、自らが背負っている無自覚な歴史や生きてき
た過去を鏡に映し出す場として機能している。それは敷衍していえば、
日本の近代社会がつくり上げてきた歴史を振り返ることにもなる。
村上春樹作品の中で描かれた北海道の意味は予想以上に奥が深い。本論では深く論述できなかった長編作品については別稿で記したい。
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山﨑　眞紀子
（二二）
注
1 
拙
論
﹁﹃
羊
男
﹄
論
︱
︱
﹃
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
﹄﹃
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
﹄
を
中
心
に
﹂﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
　
別
冊
　
村
上
春
樹
　
テ
ー
マ
・
装
置
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹄
（
08年
1月
）
注２
 
近藤二郎﹃わかってきた星座神話の起源︱古代メソポタミアの星座﹄
（誠文堂新光社、２０１０年
12月）Ｐ
96
 
 
また、瀬川昌男﹃星座博物館
　
冬﹄
（ぎょうせい、１９８９年
2月）Ｐ
76に
は、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
に
は
現
在
の
オ
リ
オ
ン
座
は﹁
体
の
中
央
に
白
い
斑
点
の
あ
る
黒
い
羊
﹂
と呼ばれていたとある。
注３
 ﹁直子の乾いた声︱︱村上春樹﹃ノルウェイの森﹄論、
﹃めくらやなぎと眠る女﹄とともに﹂
（﹁札幌大学総合論叢第
29号、２０１０年
3月）
注４
 
村上春樹﹃街と、不確かな壁﹄
（﹁文学界﹂１９８０年
9月）にも同様の言葉がある。この作品は、
のちに﹃世界の終りとハードボイルド
・
ワンダーランド﹄
（新
潮
社、
１
９
８
５
年
6月
）
へ
と
書
き
な
お
さ
れ
て
い
く
が、
原
形
と
も
言
え
る
こ
の
作
品
は
初
出
発
表
の
み
で
あ
る。
私
は
村
上
春
樹
研
究
の
上
で
重
要
な
作
品
と
考
え
て
い
る。
こ
の
作
品
に
登
場
す
る﹁
君
﹂
は﹁
僕
﹂
の
恋
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が、
彼
女
が
生
き
て
い
る
の
は
こ
の
世
で
は
な
く、
壁
に
囲
ま
れ
た
街
の
中
だ
け
で
あ
り、
そ
の
彼
女
は﹁
何
故？
な
ぜ
あ
な
た
に
は
わ
か
ら
な
い
の？
あ
な
た
が
い
ま
抱
い
て
い
る
の
は
た
だ
の
私
の
影。
﹂
と
語
っ
て
い
る。
﹁
僕
﹂
の
大
切
な
存
在
で
あ
る﹁
君
﹂
が、
レ
イ
コ
さ
ん
の
う
え
に
重
ね
ら
れ
て
い
ることを指摘しておきたい。
注５
 ﹃ねじまき鳥クロニクル﹄は、第１部泥棒かささぎ編が﹁新潮﹂１９９２年
10月号～１９９３年
8月
号
に
発
表
さ
れ
、後
に﹃
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
泥
棒
か
さ
さ
ぎ
編
﹄
として
﹃ねじまき鳥クロニクル第２部予言する鳥編﹄
（書き下ろし）
とともに１９９４年
4月
12日火曜日に新潮社から刊行された。第
3部は第
10章﹁動物園襲撃
（あ
る
い
は
要
領
の
悪
い
虐
殺
）﹃
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
﹄
第
3部︿
鳥
刺
し
男
編
﹀
よ
り
﹂
の
み
を﹁
新
潮
﹂
1994
年
12月
号
に
掲
載
し、
後
に﹃
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
第
3部
鳥
刺し男編﹄として１９９５年
8月
25日金曜日に新潮社から刊行された。新潮文庫は全
3部共に１９９７年
10月
1日に出版さ た。
注６
 
作品中には実際には存在しない（発売されていない）ナット・キング・コールの唄う
｢ 国境の南
｣
のレコードがかけられている。
（講談社文庫、
04年
11月、
下
巻Ｐ
151）
注７
 
後に第
1部と第
2部は﹃村上春樹全作品１９９０～２０００④
　
ねじまき鳥クロニクル１﹄
（講談社、２００３年
5月
20日）に、第
3部
は﹃
村
上
春
樹
全
作
品
１９９０～２０００⑤
　
ねじまき鳥クロニクル２﹄
（講談社）に収録された。同書の解題には以下のようにある。
 
小
説
の
書
き
出
し
に、
以
前
に
書
い
た
短
編
小
説﹃
ね
じ
ま
き
鳥
と
火
曜
日
の
女
た
ち
﹄
を
も
っ
て
く
る
こ
と
は
最
初
か
ら
予
定
し
て
い
た。
僕
は
と
き
ど
き
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る。
た
と
え
ば﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄
の
最
初
の
部
分
に、
短
編
小
説﹃
蛍
﹄
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に。
あ
る
種
の
短
編
は、
書
き
上
げ
ら
れ
て
発
表
さ
れ
た
あ
と
に、
僕
の
心
の
中
に
不
思
議
な残り方をする。
それは種子のように僕という土壌に落ちつき、
地中に根をのばし、
やがて小さな芽を出していく。
それは長編小説に発展されることを求め、
待っ
ているのだ。僕はそういう気配を感じ取ることができる。
（ｐ
553）
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村上春樹と北海道、そして火曜日
（二三）
注８
 
九州大学大学院教授の松本常彦は、
連作
﹁地震の後で﹂
第一作目
﹁ＵＦＯが釧路に降りる﹂
が掲載された
﹁新潮﹂
一九九九年八月号
｢ 目次
｣
付記
﹁五日のあいだ、
妻
は
テ
レ
ビ
の
前
で
崩
れ
た
街
を
黙
っ
て
眺
め
続
け、
そ
し
て
姿
を
消
し
た
︱。
一
九
九
五
年
二
月
と
い
う
｢ 時
間
｣
を
彼
ら
は
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
か？﹂
を
引
用
し、
な
ぜ
阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
き
た
一
月
で
は
な
く
二
月
な
の
か
に
注
目
し
て
い
る。
周
知
の
よ
う
に、
同
年
三
月
に
は
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
て
い
る。
い
わ
ば、
﹁
地
下
鉄
サ
リ
ン
の
ま
え
で
﹂
が
潜
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
り、
こ
の
狭
間
に
お
か
れ
た
｢ 二
月
｣
の
に﹁
神
戸
の
地
震
﹂
と
｢ サ
リ
ン
事
件
｣
を
連
作
と
し
て
眺
め
て
い
る
作
者
の
視
線
を
抽
出
し
て
い
る。
本
論
文
に
も
妻は死んだと考えられるとの指摘がなされている。
注９
 
高田知波
﹁新人投手がジャイアンツを相手にノーヒット
・
ノーランをやるよりは簡単だけど、
完封するよりは少し難しい程度︱村上春樹研究のための微視的ノー
ト︱﹂
（﹃駒澤国文﹄
、２
００５年
2月）にすでに
8月
26日の意味は指摘されている。
注
10 
すでに私は２０１１年
8月
27日ＥＡＪＳ︿ヨーロッパ日本学会﹀タリン大学での口頭発表でこの考えは発表している。
